
多彩な柄を見に行こう！！
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Q1.主な仕事内容は何ですか？


手書き友禅です。他社では一般的には一社一工程で行っていますが、私のところでは主に図案からはじめて、下絵、糊置き、色彩、引染などを行っており、分業過程には１８工程ほどあるんですよ。下絵を描く時には露草から作る�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あおばな),青花)�を利用しています。





Q2.仕事をするにあたって問題点は何ですか？


手で行う作業が今はほとんど機械化してしまいました。最近は海外で安く作ることができるのです。だから、小売店でできあいの商品の中から選ぶというかたちになってしまいます。


本当は、工場などに見学に来てもらって、着る側の意見を取り入れ、あなただけのオンリーワン♪をつくることができるのですけどね。





Q3.仕事をはじめたきっかけは何ですか？


　もともと絵を描くことが好きでねぇ。今のようにみんながみんな大学に行く時代ではなかったので、15才のころから絵の修行し、24才のときに独立しました。どんなご注注文にも応じられるよう日々絵の勉強をしています。





Q4.今後の着物業界において何か問題点などはありますか？


そうですね、着物の値段が高いこと、お客さんになかなか値打ちがわかってもらえず、需要が少ないことが問題です。
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京友禅を仕事としており、下絵から引き染めまですべて行っている。


びん工房という社名は「敏」という名前からきている。小学校のころに賞をとったことがきっかけで絵が好きになり、自然とこの仕事につながった。





びん工房（株）―黒島敏さん





柄を知り尽くした男＜Lびん工房さん訪問コース＞








